








 
研究要旨 
小児腎不全のデータベースを構築し、全国の小児腎不全のデータを分析し、687 例のデータ
から原病、透析導入方法の実態について検討した。小児 PD研究会の登録データから小児腹
膜透析患者の腹膜炎の頻度、成因を調べ、低年齢児、シングルカフカテーテルの使用に問

題がある事がわかった。腹膜平衡試験の正常値を求め、我々のデータは欧米に比し腹膜炎

の少ない分有用と考えられた。成長の実態を検討したところ、成長ホルモンを使用しない

場合腹膜透析導入時に-2.16と低く、その後年-0.26SD低下していた。 


